
【
年
金
だ
よ
り
】 

 
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の 

現
況
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

【
年
金
だ
よ
り
】 

 
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の 

現
況
確
認
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

　
社
会
保
険
庁
で
は
、今
ま
で
年
金
受
給

者
の
現
況
確
認
を
、年
１
回
現
況
届（
ハ
ガ
キ
）

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、平
成
18
年
10
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
以
下
「
住
基
ネ
ッ

ト
」
と
い
う
）を
活
用
し
て
現
況
確
認
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
12
月

生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の
提
出
は
原
則

不
要
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な
る
年

金
受
給
者
の
方
に
は
、社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
誕
生
月
の
前
月
末
頃
に
現
況
届

の
提
出
が
不
要
と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。た

だ
し
、次
に
該
当
す
る
方
は
引
き
続
き
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

・
社
会
保
険
庁
が
管
理
し
て
い
る
年
金
受

給
者
の
基
本
情
報（
氏
名
、生
年
月
日
、

性
別
、住
所
）と
住
基
ネ
ッ
ト
の
情
報
が

相
違
し
、住
民
票
コ
ー
ド
が
確
認
で
き
な

い
方 

・
外
国
籍（
外
国
人
登
録
）の
方 

・
外
国
に
住
ん
で
る
方 

・
住
民
登
録
が
住
基
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い

な
い
市
区
町
村（
東
京
都
杉
並
区
、国
立

市
、福
島
県
矢
祭
町
）に
あ
る
方
　  

　
ま
た
、住
基
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
る
の
は
、

受
給
者
本
人
の
生
存
に
関
す
る
事
項
の
み

に
な
り
ま
す
。
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
別
途
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
誕
生
月
の

前
月
末
頃
に
送
付
さ
れ
る
届
出
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。 

○
加
給
年
金
額
等
が
加
算
さ
れ
て
い
る
方 

　
加
給
年
金
額
等
対
象
者
と
の
生
計
を
維

持
し
て
い
る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

送
付
さ
れ
る
「
生
計
維
持
確
認
届
」の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
に
記
入
漏
れ
や
、

期
限
を
過
ぎ
て
の
提
出
と
な
り
ま
す
と
、加

給
年
金
額
等
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

○
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

方 

　
障
害
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の

う
ち
、障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
年
金
受
給
者
の
方
に
つ
い
て
は
、医
師

等
に
よ
る
診
断
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、送
付
さ
れ
る
「
障
害
状
態
確
認

届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
に
記

入
漏
れ
や
、期
限
を
過
ぎ
て
の
提
出
と
な
り

ま
す
と
、年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

＊
ご
家
族
の
方
へ
の
お
願
い 

　
住
基
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
現
況
確
認
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
、

年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た

時
は
、ご
遺
族
の

方
な
ど
が
市
区

町
村
に
提
出
す

る
戸
籍
の
死
亡
届
と
は
別
に
、こ
れ
ま
で
ど

お
り
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

１
月
定
例
社
会
保
険
事
務
相
談
所
 

（
年
金
相
談
な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
） 

佐
和
田
商
工
会 

q
５２
―
３
１
４
８ 

　
17
日（
水
）　
受
付 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

両
津
商
工
会 

q
２７
―
５
１
２
８ 

　
18
日（
木
）　
受
付 

午
前
９
時
〜
１１
時 

小
木
町
商
工
会 

q
８６
―
２
２
１
６ 

　
18
日（
木
） 

受
付 

午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分 

  

●
お
問
い
合
わ
せ
● 

市
役
所
　
市
民
課（
戸
籍
年
金
係
） 

q
６３
―
５
１
１
２ 

各
支
所
市
民
課
国
民
年
金
担
当
係 

ま
た
は 

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所 

q
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談 

q
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５ 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談 

q
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５ 
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こちら消費者 
協会です 
 新潟県消費者協会金井支部　近藤　洋子 

10月10日（火）金井Ａコープ店前で“マイバックキャンペーン”を実施しまし

た。これは、県の「環境にやさしい買い物運動実行委員会」からの声かけ

で数年前から実施しており、買い物時に自分のカバンや袋の持参を呼びか

けるものです。ひいては、レジ袋ゴミの削減⇒ゴミ処理に係る税金の削減・

焼却による大気汚染の減少⇒巷で騒いでいる地球温暖化防止などの効

果があります。このように買い物袋を持参することは、ちょっとしたことですが

我々の生活に関わる重要なことのひとつです。同時にマイバックを持参して

いるかどうかアンケートにも答えてもらった結果、平成16年度から持参者数

は10％も増加、時々持参は減少、持参しない者は横ばいで39％でした。こ

のことから、消費者の努力だけでなく事業者の協力が不可欠であると思わ

れます。消費者協会の以前からの要望のように、全島一斉レジ袋有料化に

踏み切る必要があるのではないでしょうか。 

金井支部は、島内外への研修旅行、古紙回収指導やその整理、ＥＭ廃

油石けん・ＥＭぼかし作りと活用の奨励等

環境を重視した活動を行っています。こ

の秋、金井不法投棄防止ネットワークに加

入しました。不法投棄防止の意識を高め

ると共に不法投棄物の回収にも協力し、

次世代へ美しい島・安心安全の生活を引

き渡したいという願いからです。 

入会歓迎します。 

マイバックキャンペーンを終えて 
 

　　　　　　　 



図書館だより 

　先月号に引き続きアンケートの結果をお知らせします。今月は、平成18年4月に図書館・図書室に導入したオンライ
ンネットワークシステム（どこからでも本の貸出と返却ができる）と、インターネットの利用についての結果です。 

　コンピュータによるネットワーク化について、回答した165人のうち109人が「便利になった」と評価しています。「便
利さをあまり感じない・今までと同じ」と答えた人は中央図書館を利用していた人がほとんどでした。システム導入後、
市内の図書館間の貸借冊数は、４月は５９０冊、８月は２０００冊と急激に伸びています。 
　また、借りた本の書名や返却期限などが印字される島内統一の利用者カードについては、回答者197人のうち75％
の149人が「良い」とし「まあまあよい」１９％とあわせて9割以上の利用者が満足しています。 

　図書館・図書室に設置してある利用者端末（タッチパネ
ルの本を検索するための機械）については、利用している
人が３９％と少なく、その理由として、「キーボードの方が
使いやすい・使うより職員の人に聞いたほうが早い」・「イ
ンターネットで検索するので必要ない」・「ローマ字入力に
してほしい」・「目あての本を探すことが難しい」などの意
見がありました。　また、「インターネットを使っていますか」
の問いでは、男性は６４％、女性は４１％の人が使っていると
答えています。 

　図書館のホームページを知らない人が４８％を占めてお
り、２８％の人が知ってるけれど見たことがないと答えてい
ます。 

佐渡市立図書館アンケート集計結果 vol.2

利用者カード 
（リライトカード） 
について 

市内全域の 
ネットワーク 
システムについて 

21

43 利用者端末の 
利用について 

図書館のホーム 
ページを知って 

いますかの問いでは 

このアンケートの結果を踏まえ、今後の図書館運営
に活かしていきたいと考えています。アンケートに
ご協力をいただきありがとうございました。 

◎佐渡市千種在住
の山本絵里さん
から、ご自身で
お書きになった
絵本『森のよう
せいたち』をご
寄贈いただきま
した。 
 

◎小木図書館で活動
している人形劇「パ
ペット･シアター・キ
ッチン」の様子です。
『サンタクロースの
最後のプレゼント』
上演中です。子ども
たちに大変好評で
した。 
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便利になった 

利用している 
よくみている 

見たことがない 知らない 

た
ま
に
み
て
い
る 

利用しない 

良い 

まあまあ 
良い 

あまり 
感じない 

今までと同じ あまり良くない 



ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て 

25

　
　
ト
キ
検
定
試
験
３０
問
に
挑
戦
し
よ
う
② 

こ

き
ん
と
う 

も
う
た
く
と
う 
こ
う
た
く
み
ん 

　
前
号
に
引
き
続
い
て
、ト
キ
検
定
試
験

Ｑ
16
〜
Ｑ
30
を
行
い
ま
す
。
後
半
は
人
工

増
殖
と
保
護
施
策
に
関
す
る
質
問
で
す
。 

　
今
回
の
質
問
と
あ
わ
せ
た
全
30
問
中
、

25
問
以
上
を
正
解
し
た
方
は
ト
キ
マ
イ
ス

タ
ー
の
資
格
を
与
え
る
の
に
十
分
な
知
識

を
お
持
ち
で
す
。
正
解
が
15
問
以
下
の
方

は
、も
う
少
し
ト
キ
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て

ト
キ
マ
イ
ス
タ
ー
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。 

　 

☆
ト
キ
の
人
工
増
殖 

Q
16
旧
新
穂
村
清
水
平
に
ト
キ
保
護
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
の
は
い
つ
？ 

①
昭
和
29
年（
１
９
５
４
年
）　
②
昭
和

35
年（
１
９
６
０
年
）　
③
昭
和
42
年（
１

９
６
７
年
） 

Q
17
人
工
飼
育
す
る
た
め
に
野
生
の
ト

キ
５
羽
を
全
部
捕
獲
し
た
の
は
い

つ
？ 

①
昭
和
42
年（
１
９
６
７
年
）②
昭
和
56

年（
１
９
８
１
年
）　
③
平
成
２
年（
１
９

９
０
年
） 

Q
18
人
工
飼
育
さ
れ
て
い
た
日
本
産

最
期
の
ト
キ
「
キ
ン
」
が
昭
和
43

年
（
1
9
6
8
年
）
に
捕
獲
さ
れ

た
場
所
は
？ 

①
旧
真
野
町
豊
田
　
②
旧
両
津
市
片

野
尾
　
③
旧
新
穂
村
黒
滝
山 

Q
19
平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
、
人
工

増
殖
の
た
め
に
ト
キ
の
つ
が
い
を

天
皇
に
贈
呈
し
た
中
国
の
国
家
主

席
は
？ 

①
胡
錦
涛
　
②
毛
沢
東
　
③
江
沢
民 

Q
20
人
工
増
殖
の
た
め
に
中
国
か
ら
天

皇
に
贈
ら
れ
た
ト
キ
の
つ
が
い
の

名
前
は
（
雄
、雌
の
順
）
？ 

①
優
優
と
美
美
　
②
友
友
と
洋
洋
　

③
新
新
と
愛
愛
 

Q
21
中
国
か
ら
贈
ら
れ
た
つ
が
い
か
ら

日
本
で
初
め
て
人
工
繁
殖
に
よ
り

誕
生
し
た
ト
キ
の
名
前
は
？ 

①
新
新
　
②
優
優
　
③
友
友 

Q
22
11
月
1
日
現
在
、
佐
渡
ト
キ
保
護

セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ト

キ
の
数
は
？ 

①
５７
羽
　
②
９７
羽
　
③
１
５
７
羽 

Q
23
ト
キ
野
生
順
化
施
設
が
建
設
さ
れ

て
い
る
場
所
は
？ 

①
佐
渡
市
新
穂
長
畝
　
②
佐
渡
市
新

穂
潟
上
　
③
佐
渡
市
新
穂
正
明
寺 

Q
24
ト
キ
野
生
順
化
施
設
で
は
餌
の
ド

ジ
ョ
ウ
を
ト
キ
に
ど
の
よ
う
に
し

て
あ
た
え
ま
す
か
？ 

①
飼
育
員
が
ケ
ー
ジ
の
餌
場
に
ド
ジ
ョ
ウ

を
放
し
て
給
餌
す
る
　
②
ド
ジ
ョ
ウ
を

給
餌
棟
か
ら
パ
イ
プ
で
餌
場
に
流
し
込

む
　
③
飼
育
員
が
直
接
ド
ジ
ョ
ウ
を
手

で
あ
た
え
る 

 

☆
ト
キ
保
護
と
環
境
保
全 

Q
25
ト
キ
な
ど
希
少
な
野
生
動
植
物
を

保
全
し
、
増
殖
を
図
る
た
め
に
制

定
さ
れ
た
法
律
は
？ 

①
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
　
②
文
化
財
保
護
法
　

③
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
 

Q
26
ト
キ
の
野
生
復
帰
を
主
管
す
る
官

庁
は
？ 

①
環
境
省
　
②
厚
生
労
働
省
　
③
総

務
省 

Q
27
２
０
１
５
年
頃
に
小
佐
渡
東
部
に

60
羽
の
ト
キ
を
定
着
さ
せ
る
目
標

を
定
め
て
い
る
の
は
？ 

①
ト
キ
保

護
増
殖
事

業
計
画
　

②
佐
渡
地

域
環
境
再

生
ビ
ジ
ョ
ン

③
日
中
共

同
ト
キ
保

護
計
画 

Q
28
野
生
の
ト
キ
を
保
護
す
る
目
的
で

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）
に
組
織

さ
れ
た
民
間
団
体
は
？ 

①
佐
渡
朱
鷺
愛
護
会
　
②
新
穂
ト
キ
愛

護
会
　
③
両
津
市
ト
キ
を
愛
護
す
る
会 

Q
29
ト
キ
を
野
生
に
も
ど
す
た
め
に
様
々

な
活
動
に
取
り
組
む
民
間
団
体
で

構
成
さ
れ
る
組
織
は
？ 

①
新
潟
県
野
鳥
愛
護
会
　
②
佐
渡
と
き

保
護
会
　
③
ト
キ
の
野
生
復
帰
連
絡
協

議
会 

Q
30
ト
キ
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
？ 

①
特
別
天
然
記
念
物
　
②
国
際
保
護
鳥

③
世
界
自
然
遺
産 

★
解
答
は
２１
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
あ
り
ま
す
。 

市
役
所
　
環
境
課 

　
ト
キ
推
進
室（
新
穂
支
所
内
） 

 
　
　
　
q
２２
―
３
１
１
９（
直
通
） 

▲日本産最期のトキ「キン」 
　（佐渡トキ保護センター提供） 
 

▲旧新穂村清水平にあった旧トキ保護センター 
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世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て 

佐
渡
の
能
舞
台 

　
佐
渡
は
能
の
盛
ん
な
島
で
あ
り
、
能
舞

台
が
三
十
数
棟
現
存
す
る
こ
と
が
そ
れ
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。
 

　
能
を
大
成
し
た
世
阿
弥
が
永
享
６

（
1
4
3
4
）
年
に
佐
渡
に
配
流
さ
れ

た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
能
を
佐
渡
に
普
及
さ
せ
た
の
は
慶
長

８
（
1
6
0
3
）
年
に
代
官
と
し
て
赴
任

し
た
大
久
保
長
安
で
す
。
長
安
は
金
銀
山

の
開
発
に
長
じ
た
技
術
者
で
す
が
、
金
春

流
の
能
役
者
の
子
で
も
あ
り
、
翌
年
能
楽

師
を
連
れ
て
相
川
で
神
事
能
を
催
し
て
い

ま
す
。
や
が
て
相
川
か
ら
国
仲
地
域
に
伝

わ
っ
た
神
事
能
は
、
潟
上
村
（
吾
潟
）
の

本
間
家
に
よ
り
各
地
へ
普
及
し
ま
し
た
。

宝
生
流
の
本
間
家
は
、
初
代
の
秀
信
が
慶

安
年
間
（
1
6
4
8
〜
1
6
5
2
）
に
奉

行
所
か
ら
能
太
夫
を
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、

門
下
が
佐
渡
の
各
地
に
能
を
広
め
て
い
き
、

英
孝
師
が
現
在
第
十
八
世
を
継
承
し
て
い

ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
間
、
安
政
４
（
1
8
5
7
）

年
に
相
川
の
遠
藤
清
之
丞
が
観
世
流
の
能

太
夫
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

明
治
16
（
1
8
8
3
）
年
に
は
西
三
川
の

金
子
柳
太
郎
が
加
賀
宝
生
流
の
能
楽
師
と

な
っ
た
こ
と
で
、
本
間
家
と
の
切
磋
琢
磨

が
続
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
も
、
佐
渡
で
能
が
盛
ん
に
な
っ
た

一
因
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
佐
渡
に
現
存
す
る
数
多
く

の
能
舞
台
の
う
ち
、
明
治
18
年
に
建
て
ら

れ
た
本
間
家
能
舞
台
が
唯
一
個
人
所
有
の

も
の
で
、
他
は
す
べ
て
神
社
に
付
属
す
る

舞
台
で
あ
り
、
神
事
能
と
し
て
の
佐
渡
の

能
の
特
徴
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
冒
頭
に
挙
げ
た
三
十
数
棟
は
演
能

専
用
に
設
け
ら
れ
た
独
立
能
舞
台
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
演
能
に
合
わ
せ
て
組
み
立
て

ら
れ
る
舞
台
や
、
神
社
の
拝
殿
や
舞
殿
に

仮
設
の
「
橋
掛
り
」
を
取
り
付
け
る
兼
用

能
舞
台
も
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
各
地
で
い
か
に
多
く
の
神
事
能

が
催
さ
れ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
 

　
佐
渡
の
能
舞
台
の
構
造
的
な
特
徴
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
ま
す
。
ま

ず
、
三
間
四
方
が
標
準
的
な
舞
台
と
し
た

場
合
、
こ
れ
よ
り
も
小
さ
な
も
の
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
天
井
を
張
っ

て
あ
る
舞
台
に
は
、
「
道
成
寺
」
の
鐘
を

吊
る
す
鐘
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
地
謡
座
を
設
け
て
い
な
い
舞

台
や
、
橋
掛
り
を
複
線
の
通
路
に
し
た
も

の
が
多
い
こ
と
、
更
に
は
、
組
立
や
兼
用

の
舞
台
が
多
い
こ
と
も
佐
渡
ら
し
さ
の
ひ

と
つ
で
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
能
舞
台
を
い
か
に
保
存
し
、

将
来
に
伝
え

て
い
く
か
が

大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成

9
年
に
は
現

在
活
用
さ
れ

て
い
る
８
件

の
舞
台
が
県

の
有
形
民
俗

文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
そ

の
前
後
に
町

村
の
文
化
財

指
定
を
受
け

て
い
る
舞
台

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ

れ
ら
を
合
わ

せ
て
も
指
定
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
て

い
る
も
の
は
全
体
の
半
数
以
下
で
す
。
こ

れ
ら
の
舞
台
の
中
に
は
老
朽
化
に
よ
り
維

持
管
理
が
危
惧
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
近

年
の
災
害
に
よ
り
姿
を
消
し
た
貴
重
な
舞

台
も
あ
り
ま
し
た
。
佐
渡
の
文
化
を
象
徴

す
る
能
舞
台
群
の
保
存
・
活
用
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
真
剣
に
検
討
す
べ
き
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
 

教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
 

世
界
遺
産
推
進
室
　
q
27
―
４
１
７
０
 

だいぜんじんじゃ 

おおやまずみじんじゃ 

 

▲佐渡本間家能舞台（吾潟）県指定有形民俗文化財 
 

▲佐渡大膳神社能舞台（竹田）県指定有形民俗文化財 
 

▲大山祇神社能舞台（笹川） 

は
い
る
 

こ
ん
ぱ
る
 

ひ
で
の
ぶ
 

の
う
だ
ゆ
う
 

え
ん
ど
う
せ
い
の
じ
ょ
う
 

か
ね
こ
り
ゅ
う
た
ろ
う
 

せ
っ
さ
た
く
ま
 

か
ん
ぜ
り
ゅ
う
 

は
し
が
か
 

ど
う
じ
ょ
う
じ
 

か
ね
あ
な
 じ

う
た
い
ざ
 

ふ
さ
た
か
 

ほ
う
し
ょ
う
り
ゅ
う
 

り
ゅ
う
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第６４回国民体育大会 

懐かしいあの人と再会　～総会の様子～ 

No.7平成21年開催 

「のじぎく兵庫国体」視察報告② 

◇教育委員会 社会体育課 
 国体推進室 
　q27－4181　FAX24－1344 
 

　多くの市民ボランティアの協力で、競技会場は手作りの応援のぼり旗

や「花いっぱい運動」や応援ボランティアで、歓迎ムードいっぱいでした。 

　国体に参加したチームには、地元の市民ボランティアが心を込めて折

った千羽鶴が手渡され、参加選手には、各開催市町村の特色をいかし

た記念品が贈られました。また、監督や選手は、自分の名前が書かれた

応援のぼり旗を見つけ、記念写真を撮ったり、応援ボランティアの歓声に応えたりと大変喜んでいました。 

　トキめき新潟国体の成功も、多くのボランティアの方々のご協力が必要です。 

　のじぎく兵庫国体にまけないように、来島する役員・選手・応援団に佐渡の魅力を十分に感じてもらえる大会にしていき

たいものです。多くの方々のご協力をよろしくお願いいたします。 

あなたの地域のトキめき情報を募集しています。 
前回の新潟国体の写真や国体に参加し
た体験談・新潟地震のため 
夏季大会が中止となり参加できなかっ
たエピソードなどをご紹介ください。 

 

■第１８回首都圏佐和田会総会 
　１０月２９日（日）約２００名参加の総会が開かれました。摩尼義晴会長からは首都圏佐

和田会がふるさとを想うよすがとして会の存続を誓い、会員の皆様のご理解をあらため

て得たいと、今回の総会を機に行ったアンケート調査の趣旨と寄せられた意見の一部

を紹介しました。懇親会の部では参加会員の交流の時間を多く設け、若波会による佐

渡民謡踊りと抽選会が場を盛り上げました。（首都圏佐和田会副会長　本間厚記） 

■第４５回東京河崎会総会 
　第４５回を迎えた東京河崎会の総会が小雨にけむる１１月１９日（日）開催され、総勢１

４０名を超す参加者となりました。議事を予定どおり終え懇親会に移ると、恒例のビンゴ

ゲームで胸をときめかせ、東京若波会の民謡演舞に続いて輪踊りで往時に帰り、童謡

「故郷」を合唱して楽しい一日を終えました。（東京河崎会事務局長　松木伸夫記） 

■第45回東京赤泊会 
　11月19日（日）７０名余りが参加しました。関東在住者はもとより、知人からの誘い

で三重県や長野県から駆けつけた方、戦後の混乱期に教員として赴任した（間借

り生活をした）ことがあって参加したという方もおられて、懐かしい思い出話に花を咲

かせたひと時を過ごしました。 

そしてお互いの健康と次回の再会とを願って閉会となりました。 

▲手作りの応援のぼり旗 ▲「花いっぱい運動」歓迎装飾 

▲地元小学校の応援ボランティア 

21

Ｐ19 「トキ野生復帰にむけて」 トキ検定試験　解答 Ｑ１６：③　Ｑ１７：②　Ｑ１８：①　Ｑ１９：③　Ｑ２０：②　Ｑ２１：②　Ｑ２２：② 
 Ｑ２３：③　Ｑ２４：②　Ｑ２５：③　Ｑ２６：①　Ｑ２７：②　Ｑ２８：①　Ｑ２９：③　Ｑ３０：③ 
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― 

今
回
は
金
井
事
務
所
・
畑
野
事
務
所
で
す 

― 

 

世
代
交
流
会（
金
井
） 

 

１１
月
１２
日
（
日
）
に
親
子
ふ
れ
あ
い

教
室
生
・
少
年
学
級
生
・
寿
大
学
生
に

よ
る
「
世
代
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寿
大
学
生
の
人
達
が
講
師
と
な
り
「
デ

ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

「
次
は
○
○
さ
ん
だ
や
」
「
あ
、
お

し
い
な
」
な
ど
和
気
あ
い
あ
い
の
中
進

め
ら
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で
る
と
、

思
わ
ず
み
ん
な
で
拍
手
。
照
れ
く
さ
そ

う
に
喜
ぶ
本
人
。
何
と
も
ほ
ほ
笑
ま
し

い
光
景
で
し

た
。 保

育
園
児

か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
一

緒
に
な
り
、

１
つ
の
ゲ
ー

ム
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る

姿
は
、
ま
さ

に
世
代
交
流

そ
の
も
の
で

し
た
。 

 

金
井
展
開
催 

 

１１
月
２４
日

（
金
）
か
ら

２６
日
（
日
）

金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
第

２９
回
金
井
展

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

作
品
は
日

本
画
・
洋
画
・
版
画
の
第
１
部
門
、
彫
塑
・

工
芸
の
第
２
部
門
、
書
道
の
第
３
部
門
、

写
真
の
第
４
部
門
、
ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
の

第
６
部
門
に
分
け
ら
れ
、
総
数
４
０
３

点
の
出
品
を
い
た
だ
き
大
勢
の
見
学
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い

る
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
作
品
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
書
道
や
陶
芸
作
品
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
活
動
写
真
に
も
興
味
津
々

で
家
族
の
会
話
も
は
ず
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。 

 

第
 ３３
回
畑
野
地
区
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ 

大
会
が
開
幕 

 

１０
月
３０
日
（
月
）
、
畑
野
地
区
公
民

館
主
催
に
よ

る
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ナ

イ
タ
ー
リ
ー

グ
大
会
が
開

幕
し
ま
し
た
。

畑
野
中
学
校

体
育
館
を
会

場
に
約
２
ヶ

月
間
に
わ
た

り
、
総
当
り

の
リ
ー
グ
戦
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

家
庭
教
育
講
演
会（
畑
野
） 

 

１１
月
２５
日
（
土
）
、
佐
渡
市
畑
野
地

区
青
少
年
育
成
会
議
主
催
の
「
明
る
い

家
庭
づ
く
り
講
演
会
」
が
、
畑
野
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ま
み
ら
い
振

興
機
構
理
事
兼
事
務
局
長
の
井
上
由
香

さ
ん
を
迎
え
、
「
佐
渡
に
必
要
な
キ
ャ

リ
ア
教
育
〜
遊
ぶ
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
、

働
く
こ
と
〜
」
に
つ
い
て
、
講
師
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
等
を

通
じ
て
の
様
々

な
体
験
に
基
づ

い
た
発
表
に
、

参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。 

そ
の
後
「
子

ど
も
に
ど
ん
な

生
き
方
を
し
て

ほ
し
い
か
、
佐
渡
に
必
要
な
仕
事
・
あ

っ
て
ほ
し
い
仕
事
」
に
つ
い
て
６
班
に

分
か
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
に
は
、
人
に
優
し
く
あ
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

見
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
た
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。 

  藤
井
史
男
さ
ん  

（
社
）全
国
公
民
館
連
合
会 

優
良
職
員
表
彰
受
賞 

 

元
公
民
館
職
員

と
し
て
、
長
年
地

域
社
会
の
振
興
や

社
会
教
育
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
功

績
が
顕
著
で
あ
る

と
し
て
、
羽
茂
地
区
在
住
の
藤
井
史
男

さ
ん
が
、
（
社
）
全
国
公
民
館
連
合
会
の

優
良
職
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

藤
井
さ
ん
は
、
地
元
羽
茂
地
区
を
中

心
に
23
年
間
に
渡
り
各
種
公
民
館
講
座

の
開
設
や
家
庭
教
育
学
級
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
小
・
中
学
生
対
象
の
長
期
山
村

留
学
事
業
「
羽
茂
自
然
学
園
」
で
は
、
”さ

ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
を
通
し
視
野
を
広
め
、

自
立
心
を
養
う

“
と
い
う
学
園
方
針
の
も

と
、
全
国
各
地
域
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
佐
渡
市
の
社
会
教
育
に

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 
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第
１９　
回
佐
和
田
地
区
親
善
少
年
招
待 

野
球
大
会
兼
佐
渡
南
ロ
ー
タ
リ
ー 

ク
ラ
ブ
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会 

 　
１０　
月
２９　
日
（
日
）
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
公

園 

佐
和
田
野
球
場
と
多
目
的
広
場
に
、

島
内
８
チ
ー
ム
（
１
４
５
名
）
の
野
球

球
児
が
集
ま
り
、
大
会
の
幕
が
開
き
ま

し
た
。
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
中
、
決
勝
戦
は
畑
野
プ
ロ
ス
パ
ー

ズ
と
吉
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
間
で
争

わ
れ
、
畑
野
プ
ロ
ス
パ
ー
ズ
が
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。 

 

第
19 
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭 

「
ス
ポ
レ
ク
鳥
取
２
０
０
６
」 

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会 

 

10
月
22
日（
日
）〜
24
日（
火
） 

鳥
取
県 

　
佐
渡
か
ら
は
５
名
が
県
代
表
と
し
て

参
加
し
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

【
年
代
65
】
木
下
隆
一
（
新
穂
潟
上
） 

　
　
や
り
投
げ
　
４
位
（
26
ｍ
26
） 

　
　
円
盤
投
げ
　
７
位
（
21
ｍ
53
） 

【
年
代
55
】
早
川
喜
信
（
新
穂
内
巻
） 

　
　
砲
丸
投
げ
　
３
位
（
７
ｍ
07
） 

　
　
円
盤
投
げ
　
３
位
（
16
ｍ
89
） 

【
年
代
55
】
中
瀬
博
夫
（
梅
津
） 

　
　
１
５
０
０
ｍ
　
１
位（
４
分
39
秒
45
） 

　
　
５
０
０
０
ｍ　
　
１
位（
17
分
07
秒
15
） 

【
年
代
50
】
小
濱
恵
子
（
新
穂
瓜
生
屋
） 

　
　
や
り
投
げ
　
４
位
（
20
ｍ
86
） 

　
　
円
盤
投
げ
　
２
位
（
15
ｍ
66
） 

【
年
代
35
】
木
下
久
美
子
（
新
穂
潟
上
） 

　
　
砲
丸
投
げ
　
３
位
（
６
ｍ
27
） 

　
　
円
盤
投
げ
　
２
位
（
17
ｍ
94
） 

　
　
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
　
７
位（
63
秒
71
） 

 

第
10
回
両
津
シ
ニ
ア 

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

 

10
月
21
日
（
土
）
〜
11
月
18
日
（
土
） 

両
津
総
合
体
育
館 

【
一
部
】
優
　
勝
　
東
ク
ラ
ブ
Ｓ 

【
二
部
】
優
　
勝
　
湊
４
丁
目 

【
個
人
賞
】 

　
最
優
秀
選
手
賞
　
佐
合
　
大 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
ク
ラ
ブ
Ｓ
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
真
固 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湊
４
丁
目
） 

 

第
９
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ 

少
年
柔
道
選
手
権
大
会 

 

11
月
３
日
（
金
） 

新
潟
市
鳥
屋
野
総
合
体
育
館 

【
小
学
６
年
女
子
無
差
別
級
】 

　
優
勝
　
石
川
　
榛
名
（
両
津
小
６
年
） 

【
小
学
５
年
女
子
無
差
別
級
】 

　
優
勝
　
堀
川
　
奈
津
美
（
両
尾
小
５
年
） 

【
小
学
４
年
女
子
無
差
別
級
】 

　
優
勝
　
清
水
　
亜
海
（
岩
首
小
４
年
） 

※
石
川
さ
ん
と
堀
川
さ
ん
は
、
北
信
越
の
強
化

指
定
選
手
に
選
抜
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
７
回
　
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ 

ハ
ウ
ス（
初
級
者
・
中
級
者
）

テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会
結
果 

 

１１
月
１２
日
（
日
） 

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
人
工
芝 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

【
初
級
の
部
】 

　
優
　
勝
　
佐
々
木
　
優
・
嶽
岡
　
大
祐 

組 

【
中
級
男
子
の
部
】 

　
優
　
勝
　
本
間
　
伸
一
・
高
野
　
　
純

組 

【
中
級
女
子
の
部
】 

　
優
　
勝
　
信
田
　
聖
美
・
岸
　
　

和
　
組 

　 

第
　３３
回
職
場
・
団
体 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

　 

　
11
月
19
日
（
日
） 

　
羽
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

　
優
　
勝
　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

 

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

　
◇
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
新
潟
県
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
 

　
　
　
　
　
　
q
55
―
２
５
６
６
㈹
 

 

２
０
０
７
新
春
「
科
学
的
健
康
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
教
室
」 

　
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！
　
今
ま
で
諦

め
て
い
た
貴
方
！
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
改
善
、
肩
凝
り
腰
痛
そ

し
て
糖
尿
病
等
々
の
生
活
習
慣
病
に
お

悩
み
の
方
。
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
の
科
学

的
健
康
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
へ
ぜ
ひ

ご
入
会
下
さ
い
。
し
っ
か
り
食
べ
て
、

無
理
な
く
３
ヶ
月
（
１２
週
間
）
で
確
実
に

健
康
的
に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！ 

●
期
　
間
　
１
月
上
旬
〜
３
月
末
日
（
約

３
ヶ
月
） 

●
教
室
日
　
毎
週
木
曜
日
（
入
会
時
に
予

定
表
を
配
布
し
ま
す
）
　
昼
の
部
　
午

後
２
時
〜
３
時
３０
分
（
９０
分
間
） 

●
定
　
員
　
高
校
生
以
上
の
男
女
、 

　
先
着
１０
名 

●
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
講
習
料
、
保

険
料
、
資
料
代
等
々
を
含
み
ま
す
。
施

設
使
用
料
は
別
途
必
要
で
す
） 

●
お
申
し
込
み
　
12
月
〜
1
月
末
日
ま
で 

 

初
心
者
・
初
級
者
「
新
春
テ
ニ
ス
教
室
」 

 

●
全
６
回
　
毎
週
木
曜
日
（
１
月
４
日
、

１１
日
、
１８
日
、
２５
日
、
２
月
１
日
、
８

日
）
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

●
定
　
員
　
先
着
　
３０
名
（
初
心
者
・
初

級
者
） 

●
講
習
費
　
５
０
０
０
円
（
講
習
料
、
保

険
料
、
施
設
使
用
料
を
含
み
ま
す
） 

●
お
申
し
込
み
　
１２
月
１５
日
か
ら 

 

「
第
３
期
水
泳
教
室
」
も
現
在
入
会
者

を
継
続
募
集
中
で
す
。 

 

■
お
申
し
込
み
受
付
時
間
　 

日
曜
・
祝
日･･･

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

月
〜
土
曜
日･･･

午
前
９
時
〜
午
後
８
時 

※
各
教
室
と
も
専
用
「
申
し
込
み
用
紙
」

に
て
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
事
務
室
受

付
で
手
続
き
し
て
下
さ
い
。 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
） 

※
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
は
受

け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 


